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海岸林などの⾃然が本来持つ防災機能をグリーンインフラとしてとらえ、減災に⽣か
していくことは経済的かつ環境的な観点から重要である。海岸林の津波減災効果に関し
て、わが国では古くからその効果が着⽬されており、実態調査や⽔理模型実験、また近
年では数値シミュレーションによって検討が⾏われ、その有効性が確認されている。 

⼀⽅で、⼤きな津波や⾼潮などが襲来した場合、海岸林は⼤規模に破壊され漂流物化
し、背後地の被害を拡⼤する危険性をもっている。海岸林を津波防災対策へ取り⼊れて
いくためには、海岸林⾃体の破壊条件も考慮した上で、その限界について検討すること
が必要となる。本発表では、海岸林、特にマングローブの減災効果とその限界について
整理し、防災・減災対策に利⽤していくための⽅法について議論する。 
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